




児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
定
時
支
給
日
で
す

母
子
・
父
子
家
庭

自
立
支
援
給
付
金

問

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
給
付
金

補
助
・
支
援

 

内
容　
４
月
11
日（
木
）は
、児

童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
定
時
支
給
日

で
す
。平
成
30
年
12
月
か
ら
平

成
31
年
３
月
分
が
振
り
込
み

に
な
り
ま
す
。個
別
に
支
給
通

知
は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、登

録
さ
れ
て
い
る
通
帳
の
記
帳

に
よ
り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
所
や
同
居
し
て
い
る
家

族
に
異
動
が
あ
っ
た
方
は
変
更

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。手
続

き
が
遅
れ
る
と
手
当
て
の
支
払

い
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、平
成
30
年
度
現
況
届

が
未
提
出
の
方
は
支
給
停
止

と
な
り
ま
す
。速
や
か
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
と
は　…

 

父
ま

た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
児
童（
18
歳
に
達
す

る
日
後
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
者※

心
身
に

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
場
合

は
20
歳
未
満
）を
育
て
て
い
る

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活

の
安
定
と
自
立
を
助
け
る
た

め
に
、児
童
を
監
護
し
て
い
る

母
、監
護
し
か
つ
生
計
を
同
じ

く
す
る
父
、ま
た
は
父
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。※

父
ま
た
は
母
が
心
身
に

重
度
の
障
が
い
を
有
す
る
場

合
に
は
、父
ま
た
は
母
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
て
も
支
給

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、児
童
が
児
童
福
祉
施

設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場

合
や
、父
ま
た
は
母
が
事
実
上

婚
姻
関
係
に
あ
る
場
合
は
支

給
さ
れ
な
い
な
ど
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は　…

 

身

体
ま
た
は
精
神
に
中
度
ま
た

は
重
度
の
障
が
い
を
有
す
る

20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し

て
い
る
父
も
し
く
は
母
、ま
た

は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

　

な
お
、児
童
が
児
童
福
祉
施

設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場

合
は
支
給
さ
れ
な
い
な
ど
の

要
件
が
あ
り
ま
す
。

　
　

こ
ど
も
課　
子
育
て
支
援

班☎（
24
）５
２
２
９
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課

 

内
容　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま

た
は
父
の
職
業
能
力
の
向
上

と
就
職
に
有
利
な
資
格
の
取

得
を
支
援
し
ま
す
。

　

就
職
に
有
利
で
生
活
の
安

定
に
役
立
つ
資
格
の
取
得
を

目
指
し
て
養
成
機
関
で
修
業

す
る
場
合
、高
等
技
能
訓
練
促

進
費
を
支
給
し
ま
す
。

 

対
象
者　
市
内
に
住
所
が
あ
る

20
歳
未
満
の
子
ど
も
を
扶
養

し
て
い
る
方
で
、次
の
全
て
に

該
当
す
る
方

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
か
、ま
た
は
同
様
の
所
得

水
準
に
あ
る
こ
と

・
養
成
機
関
で
１
年
以
上
の
教

育
課
程
を
修
業
し
、資
格
に
取

得
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

・
過
去
に
こ
の
給
付
金
、そ
の

旨
を
同
じ
く
す
る
給
付
を
受

け
て
い
な
い
こ
と

 

対
象
資
格　
看
護
師
、介
護
福

祉
士
、保
育
士
、准
看
護
師
、作

業
療
法
士
、理
学
療
法
士
、歯

科
衛
生
士
、美
容
師
、社
会
福

祉
士
、製
菓
衛
生
師
、調
理
師
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市民の皆さんの生活に
直結するいろいろな制
度や催しなどを紹介す
るコーナーです。
情報の詳細について
は、　　へ連絡してく
ださい。
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自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

問
申平

成
31
年
度
就
学
援
助

問海
外
誘
客
促
進
環
境
整
備
事
業

問
申

広報きたかた　2019. ４　⑲

情報ステーション

（山都町出身・きたかた応援大使）
※福島県出身者奨学金制度あり

 
支
給
額

●
市
民
税
非
課
税
世
帯…

月

額
10
万
円

●
市
民
税
課
税
世
帯…

月
額

７
万
５
０
０
円

 

支
給
対
象
期
間　
修
業
期
間
の

全
期
間（
上
限
３
年
）

　

職
業
能
力
を
高
め
る
た
め
、

指
定
さ
れ
た
教
育
訓
練
講
座

を
受
講
し
た
場
合
、受
講
料
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

 

対
象
者　
市
内
に
住
所
が
あ
る

20
歳
未
満
の
子
ど
も
を
扶
養

し
て
い
る
方
で
、次
の
全
て
に

該
当
す
る
方

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
か
、ま
た
は
同
様
の
所
得

水
準
に
あ
る
こ
と

・
過
去
に
こ
の
給
付
金
、そ
の

旨
を
同
じ
く
す
る
給
付
を
受

け
て
い
な
い
こ
と

 

対
象
講
座　
雇
用
保
険
制
度
の

教
育
訓
練
給
付
の
指
定
講
座

な
ど

 

支
給
額

●
雇
用
保
険
法
に
よ
る
一
般

教
育
訓
練
給
付
金
の
受
給
資

格
を
有
し
て
い
な
い
も
の…

受
講
料
の
60
㌫（
１
万
２
０
０

０
円
を
超
え
る
額
で
、20
万
円

が
限
度
）

●
右
記
以
外
の
も
の…

受
講

料
の
60
㌫
か
ら
一
般
教
育
訓

練
給
付
金
を
引
い
た
金
額

　
　
　

こ
ど
も
課　
子
育
て
支

援
班

☎（
24
）５
２
２
９
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課

 

内
容　
市
立
の
小
中
学
校
に
通

う
子
ど
も
た
ち
が
滞
り
な
く

義
務
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
次
の
認
定
要
件
を
満
た
す

保
護
者
に
対
し
て
、学
用
品
費

や
給
食
費
な
ど
の
一
部
を
援

助
す
る『
就
学
援
助
制
度
』を

設
け
て
い
ま
す
。

※

学
校
生
活
で
か
か
る
費
用

の
一
部
を
後
払
い
で
援
助
す

る
制
度
で
す
。

 

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
し
、

市
立
の
小
中
学
校
に
通
学
し
、

教
育
委
員
会
の
審
査
に
よ
り

 「
要
保
護
」 「
準
要
保
護
」 

と
し

て
認
定
を
受
け
た
児
童
生
徒

の
保
護
者

※

東
日
本
大
震
災
な
ど
に
よ

り
避
難
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
は
、市
内
に
住
所
を
有
し

て
い
な
く
て
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

 「
要
保
護
」　…

 

生
活
保
護
法
に

よ
る
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

 「
準
要
保
護
」 …

 「
要
保
護
」に

準
ず
る
程
度
に
生
活
が
困
窮
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
世
帯

 

申
請
方
法　
『
就
学
援
助
費
受

給
申
請
書
』を
、在
籍
す
る
学

校
、ま
た
は
入
学
予
定
の
学
校

を
通
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※

継
続
の
方
も
毎
年
度
申
請

が
必
要
で
す
。

　

な
お
、申
請
書
提
出
の
時
期

に
よ
り
認
定
月
が
異
な
り
ま
す
。

●
年
度
当
初
申
請 …

 

学
校
が

指
定
す
る
期
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
年
度
途
中
申
請 …

 

随
時
受

け
付
け
、認
定
日
の
属
す
る
月

か
ら
の
認
定
で
す
。

 

そ
の
他　
就
学
援
助
制
度
は
、

平
成
31
年
度
の
所
得
基
準
で

審
査
を
す
る
た
め
、新
入
学
準

備
金
の
支
給
を
受
け
た
方
で

も
、支
給
希
望
の
方
は
、別
途

申
請
が
必
要
で
す
。

　
　

学
校
教
育
課　
管
理
・
指
導

班☎（
24
）５
３
１
６

 

内
容　
外
国
人
旅
行
者
の
受
け

入
れ
の
た
め
の
環
境
整
備
を

支
援
し
ま
す
。

 

対
象
事
業　
次
の
①
〜
③
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業

①
外
国
人
受
け
入
れ
の
た
め
、

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備

を
行
う

②
外
国
人
受
け
入
れ
の
た
め
、

施
設
内
の
外
国
語
表
記
な
ど

に
よ
る
環
境
整
備
を
行
う

（
例:

看
板
な
ど
を
外
国
語
表

記
に
改
修
）

③
市
内
で
免
税
店
を
経
営
ま

た
は
年
度
内
に
免
税
店
を
営

む
予
定
の
事
業
者
で
、消
費
税

免
税
販
売
に
か
か
る
機
器
の

導
入
な
ど
を
行
う（
例:

免
税

販
売
対
応
レ
ジ
ス
タ
ー
の
購

入
）

 

対
象
事
業
者　
市
内
で
外
国
人

旅
行
者
の
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
る
、ま
た
は
行
お
う
と
す

る
事
業
者

 

補
助
率　
①
定
額（
上
限 : 

２

万
３
０
０
４
円
）

②
、③
２
分
の
１
以
内（
上
限 : 

20
万
円
）

 

応
募
方
法　
所
定
の
様
式（
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
記
入

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 
応
募
期
限　
４
月
26
日（
金
）

　
　
　

観
光
交
流
課　
観
光
・

物
産
振
興
室

☎（
24
）５
２
４
９



浄
化
槽
の
設
置
に
係
る
補
助

問
申

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

汲
み
取
り
便
槽
お
よ
び
単
独
処

理
浄
化
槽
の
撤
去
に
係
る
補
助

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

利
子
補
給
補
助
金

問
申

問
申

喜
多
方
ブ
ラ
ン
ド
国
内
外

販
路
開
拓
等
支
援
事
業
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内
容　
優
れ
た
素
材
や
技
術
な

ど
を
生
か
し
た
喜
多
方
産
品

の
販
路
開
拓
な
ど
の
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。

 

対
象　
市
内
に
住
所
お
よ
び
事

業
所
が
あ
る
事
業
者
、ま
た
は

２
者
以
上
で
組
織
す
る
団
体

 

対
象
事
業　
次
の
①
か
ら
③
全

て
を
満
た
す
事
業

①
喜
多
方
な
ら
で
は
の
素
材
、

製
法
、技
術
を
用
い
た
も
の
、

ま
た
は
市
内
で
生
産
・
製
造

さ
れ
た
も
の
を
中
心
と
し
た

販
路
開
拓
・
拡
大

②
一
定
規
模
以
上
の
見
本
市

な
ど
へ
の
出
展（
販
売
目
的
と

な
る
物
産
展
な
ど
を
除
く
）

③
来
場
者
に
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど
本
市

の
魅
力
や
安
全
性
の
Ｐ
Ｒ

 

補
助
率　
２
分
の
１
以
内（
上

限:

国
内
20
万
円
、海
外
40
万

円
）

 

応
募
方
法　
所
定
の
様
式（
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
記
入

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

応
募
期
限　
４
月
26
日（
金
）

　
　
　

観
光
交
流
課　
観
光
・

物
産
振
興
室

☎（
24
）５
２
９
６

 

内
容　
新
築
ま
た
は
更
地
に
し

た
上
で
の
建
て
替
え
や
、増
築

ま
た
は
改
築
に
よ
り
汲
み
取

り
便
槽
な
ど
か
ら
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
に
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

※

申
請
の
前
に
工
事
に
着
手

し
た
場
合
は
、該
当
に
な
り
ま

せ
ん
。

 

内
容　
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

に
伴
い
、単
独
処
理
浄
化
槽
・

汲
み
取
り
便
槽
を
完
全
に
撤

去
す
る
た
め
の
費
用
の
一
部

を
、設
置
費
補
助
金
に
上
乗
せ

し
て
助
成
し
ま
す
。

※

新
築
や
完
全
撤
去
が
で
き

な
い
場
合
は
、撤
去
費
補
助
は

該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

 

対
象
と
な
る
地
域　
下
水
道
事

業
の
認
可
区
域
や
農
業
集
落

排
水
事
業
な
ど
の
採
択
さ
れ

た
区
域
以
外
の
市
内
全
域

 

申
請
期
限　
２
０
１
９
年
12
月

16
日（
月
）

※

12
月
末
ま
で
に
設
置
が
完

了
で
き
る
浄
化
槽
が
対
象
で

す
。

　
　
　

下
水
道
課　
総
務
係

☎（
24
）５
２
５
０

 

内
容　
浄
化
槽
設
置
に
伴
う
工

事
費
１
０
０
万
円
を
限
度
と

し
て
、融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
、

そ
の
利
子
を
補
給
し
ま
す
。

　
　
　

下
水
道
課　
総
務
係

☎（
24
）５
２
５
０

補
助
・
支
援

スポーツ少年団県大会等出場補助金
 内容　県大会などに出場する単位スポーツ少年団
に対し、補助金を交付します。
 対象　福島県総合体育大会スポーツ少年団体育大
会、日本スポーツ少年団が主催または主管する大
会などに出場する市スポーツ少年団単位スポーツ
少年団員で、市内に住所を有している児童・生徒
など
※「予選会など選考会を経ずに出場できる大会」は
対象とならない場合があります。
 補助額　個人戦・団体戦出場の選手などでエント
リー人数１人につき、喜多方駅から大会開催地の最
寄り駅までの往復鉄道運賃（大人運賃）の２分の１

スポーツ大会等出場補助金
 内容　全国規模および東日本規模で行われる各種
体育・スポーツ大会に参加する選手に対し補助金
を交付します。
 対象　全国大会および東日本大会呼称の体育・ス
ポーツ大会などに参加する選手および監督などで
次の条件を満たす方
①市内に住所を有している方、②市内の学校、企業
などに在籍し、教育委員会が特に認めた方
 補助額　大会の個人戦または団体戦に参加する選
手などに１人につき１万円

　　　生涯学習課　スポーツ振興係 ☎（24）5319問 申

 申請方法　申請書（市ホームページからダウンロ
ードできます）に次の書類を添付し、大会が開催さ
れる日の５日前までに提出してください。
 添付書類　大会開催要項、収支予算書（任意様式
可）、予選会の結果、その他必要な書類（大会参加申
込書など）



問 申 農業振興課　経営企画係 ☎（24）5277または各総合支所産業建設課

医療法人 晶晴会 喜多方腎泌尿器クリニック

金
◯
◯

木
◯
◯

水
◯
◯

火
◯
休

月
◯
◯

診療時間 土
◯
休

8：30～13：00
14：30～17：30

診療科目 泌尿器科・内科・人工透析
休診日
【外来】 日曜日・祝日
【透析】 日曜日

院　長 入  澤　千  晶

喜多方駅

源来軒様●

喜多方第二小学校
●

●喜多方市役所笹屋旅館様●

鶴巻金物様●

●若喜商店様
ふ
れ
あ
い
通
り

駅
前
通
り

← 喜多方
　 プラザ
　 方面

Ｎ

喜多方
腎泌尿器クリニック

〒966-0817  喜多方市字三丁目4782番地（ふれあい通り 下町南部）

TEL. 0241-23-5531

広報きたかた　2019. ４　㉑

情報ステーション

　集落営農の組織化・法人化や農業経営の低コスト・高収益に資する取り組みに加え、業務用多収米の
生産実証の取り組みを支援します。

※交付には一定の要件がありますので、詳しくは問い合わせてください。
 申請方法　所定の様式（市ホームページからダウンロードできます）を作成し、提出してください。
 募集期限　４月19日（金）

１　きたかたの ” 農 ” を支える担い手支援事業

　地域農林産物を生かした商品開発や販路開拓に向けた取り組みに加え、新たに、農産加工施設や農家
レストランなどの開業に必要な施設の整備などの６次産業化の取り組みを支援します。

２　アグリチャレンジ支援事業

農業関係補助事業のお知らせ

区分 補助対象者 補助率等補助内容と補助対象経費

農業者、農地所有適格
法人、農業者の組織す
る団体など

②市内で食品製造など
を行う事業者

①農業者、農地所有適
格法人、農業者の組織
する団体など（1）商品等開発支援

（ソフト事業）

①事業費の5分の4以
内（上限40万円）
助成期間：２年間

（①②共通）
市場調査やアドバイザー依頼、商品開発や試作
に必要な原材料・資材購入、外部業者への加工
委託、成分分析委託、パッケージデザイン作成、
その他（販売促進活動に要する経費）

農産加工施設や、農家レストランなどの開業に
必要な施設などの整備に要する経費
※ 原則事業費は10万円以上

②事業費の2分の1以
内（上限40万円）
助成期間：１年間

事業費の2分の1以内
（上限50万円）
助成期間：１年間

 H31新規
（2）6次産業化施設
整備支援
（ハード事業）

区分 補助対象者 補助率等補助内容と補助対象経費

農用地利用改善団体、
農作業受託組織など

認定農業者、認定新規
就農者、人・農地プラ
ンに位置付けられた中
心経営体など

認定農業者、認定新規
就農者、人・農地プラ
ンに位置付けられた中
心経営体など

認定農業者、認定新規
就農者、人・農地プラ
ンに位置付けられた中
心経営体など

農用地利用改善団体、
農作業受託組織など

（1） 集落営農組織等
組織化支援

（2） 低コスト化設備
整備支援

（3） 共同利用機械等
整備支援

（4）新規需要米省
力・低コスト化生
産支援

（5）業務用多収米
生産実証支援

定額（上限10万円）

事業費の4分の1以内
（上限200万円）

事業費の4分の1以内
（上限200万円）

事業費の4分の1以内
（上限200万円）

定額（上限30万円）

集落営農組織や農作業受託組織などの設立に向
けた取り組みに必要となる経費を支援します。
【座談会開催経費、専門家謝金、先進地視察研修
経費、その他必要な経費】

実需者との連携による業務用多収米の生産実証
に必要な経費を支援します。
※該当となる品種は、一般品種と比べ子実の収
量が多く、市内で広く栽培されていないものに
限ります。（例：ちほみのり、つきあかりなど）

高収益化・低コスト化に資する取り組みに必要
な農業用機械などの導入を支援します。

生産組織における共同利用による農業用機械な
どの導入を支援します。

多収品種による新規需要米の省力・低コスト生
産の実現に必要な農業用機械などの導入を支援
します。
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民
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員
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任
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の
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合
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。
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３
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ね
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で
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内
に
住
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が

あ
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以
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４
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、年
数
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人
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２
０
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１
年
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31
日
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方
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企
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ホ
ー
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に
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募
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の
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化
に
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関
す
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意
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載
の
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、郵
送
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Ａ
Ｘ
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０
７
３
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ホ
ー
ム

ペ
ー
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で
応
募
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て
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。
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取
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意
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い
た
だ
く
た
め
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し
ま
す
。
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兼
ね
て

い
な
い
方
で
、市
内
に
住
所
が

あ
る
18
歳
以
上
の
方（
平
成
31

年
４
月
１
日
現
在
）

※

会
議
は
平
日
の
日
中
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１

回
を
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。
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５
人
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内

 

任
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委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

 

応
募
方
法　
企
画
調
整
課
お
よ

び
総
合
支
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、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
応
募
用
紙
、ま
た
は

任
意
の
様
式
に
①
住
所
、②
氏

名
、③
生
年
月
日
、④
職
業
、⑤

電
話
番
号
、⑥
委
員
に
応
募
す

る
理
由
、ま
た
は
動
機
を
記
載

の
上
、持
参
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
☎

（
25
）７
０
７
３
、

ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

 

応
募
期
限　
４
月
26
日（
金
）

 

選
考　
応
募
者
多
数
の
場
合
は

選
考
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

企
画
調
整
課　
企
画
政

策
班

☎（
24
）５
２
０
７

 

内
容　
観
光
交
流
拡
大
お
よ
び

飯
豊
山
登
山
者
の
利
便
性
を

図
る
た
め
、飯
豊
山
ア
ク
セ
ス

バ
ス
運
行
事
業
者
を
公
募
し

ま
す
。

 

運
行
経
路　
Ｊ
Ｒ
山
都
駅
〜
山

都
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー「
い
い

で
の
ゆ
」〜
飯
豊
山
寄
覧
所
館

（
川
入
行
政
区
内
）

 
期
間
な
ど　
７
月
12
日（
金
）〜

喜
多
方
市
行
政
改
革

推
進
委
員
会
委
員

問
申

飯
豊
山
登
山
ア
ク
セ
ス
バ
ス

運
行
事
業
者
の
公
募

問
申

毎月1日に18,800部を発行し、市内の各世帯
や公的機関に配布しています。
広告料　縦4.5cm×横17.3cm　月20,000円
　　　　縦4.5cm×横8.6cm　　月10,000円

企画調整課　広報広聴係 ☎（24）5206問 申

広報きたかた　2019. ４　㉒☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

問 申 企画調整課　広報広聴係 ☎（24）5206

ふれあい座談会参加団体募集

 開催日　随時（午前９時～午後８時の間で1時
間以内）
※座談会の開催は先着順で月１回程度とし、
申し込み後に調整します。
 場　所　申し込み団体で準備してください。
 対　象　市内に在住、在勤、在学している方で
構成する５人以上のグループ
 申し込み　開催希望日の20日前までに申込書
を提出
※市ホームページから申し込むこともできます。
 その他　実施した座談会の内容は、市のホーム
ページや広報紙で紹介します。

　地域で頑張っていることや地域の悩みなど、
これからの市政について市長とお話しませんか。
　市長が皆さんのところへ直接出向いてお話を
伺います。行政区や市民活動グループなどの団
体からの応募をお待ちしています。
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く
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内
容　
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実
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。花
づ
く
り
に
興
味
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あ
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方
、家
庭
や
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で
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づ
く
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に
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し
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。

 

日
時　
４
月
25
日（
木
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分

※

年
５
回
を
予
定
。開
講
式
で

詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

場
所　
大
会
議
室（
本
庁
舎
ホ

ー
ル
棟
２
階
）

 

定
員　
30
人

 

受
講
料　
年
間
５
０
０
円

 

申
込
期
限　
４
月
18
日（
木
）

　
　
　

花
と
み
ど
り
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
会
議
事
務
局（
観

光
交
流
課
内
）

☎（
24
）５
２
４
３

 

種
目
・
単
位
団
数　
19
種
目
、

42
単
位
団（
予
定
）

 

対
象
年
齢　
満
３
歳
以
上
の
児

童
・
生
徒
な
ど

※

各
単
位
団
に
よ
っ
て
受
け

入
れ
年
齢
は
異
な
り
ま
す
。

 

入
団
式　
４
月
13
日（
土
）

 

募
集
期
限　
７
月
31
日（
水
）

 
募
集
要
項
の
配
布　
３
月
に
市

内
小
中
学
校
を
通
し
て
配
布

し
ま
し
た
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※

新
た
に
小
学
校
へ
入
学
さ
れ

る
方
は
４
月
に
配
布
し
ま
す
。

※

詳
細
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募
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要
項
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た
は

市
体
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ー
ム
ペ
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を
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し
て
く
だ
さ
い
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公
財
）喜
多
方
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体
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協
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容　
市
内
に
住
む
外
国
人
を

対
象
と
し
た
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字
の
読
み
書

き
や
日
常
会
話
な
ど
を
学
ぶ

日
本
語
教
室
で
す
。見
学
も
大

歓
迎
で
す
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日
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〜
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週
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全
11
回
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午
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時
30
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喜
多
方
プ
ラ
ザ

 

受
講
料　
３
０
０
０
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込
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た
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Ａ
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７
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込
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。
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３
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山
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か
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飯
豊
連
峰
の

パ
ノ
ラ
マ
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で
き
る
黒

森
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く
だ
さ
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。

　

開
会
式
後
に
自
主
登
山
す

る
方
は
、市
道
入
口
ま
で
バ
ス

で
送
迎
し
ま
す
。

 
日
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４
月
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日
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ノ
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山
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町
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ノ
木
字
砂
子
田
乙
１
３
７

５
）

 

そ
の
他　
先
着
１
５
０
人
に
記

念
バ
ッ
ジ
を
進
呈
し
ま
す
。そ

の
他
、地
元
産
品
な
ど
の
賞
品

が
当
た
る
抽
選
会
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
　

山
都
総
合
支
所　
産
業
建

設
課

☎（
38
）３
８
３
１
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問 観光交流課花でもてなす係 ☎（24）5243

開会式日時　4月12日（金）午前10時
期 間　4月12日（金）～ 30日（火）
開会式場所　喜多方商業高校跡地（期間中臨時観光駐車場とし
て使用）

　東北有数の花の
名所である日中線
記念自転車歩行者
道のしだれ桜開花
時期に合わせ、 市
内の桜の名所や観
光施設などへの誘
客の取り組みとし
て、 喜多方さくら
まつりを開催します。
　期間初日は、開会式と琴の演奏や市内のこども園児のダン
ス、福島観光ＰＲ隊「ＨＡＰＰＹふくしま隊」などのステージ
イベント・野点を行いますので、ぜひお越しください。

問 申　　　喜多方観光物産協会
　　  （観光交流課内）☎（24）5200

　蔵のまち案内所や小田付観光案
内所で案内をする｢観光ボランテ
ィア｣（有償）を募集します。
　おもてなしの心で本市の魅力を
多くの人に紹介する意欲のある方
をお待ちしています。
　計画的な実務研修を予定してお
り、５月に観光ボランティアの初心
者を対象に３回の基礎研修がありま
す。詳しくは問い合わせてください。

観光ボランティア募集



問
申

問

２
０
１
９
黒
森
山
春
登
山

雷
神
山「
春
の
花
観
賞
会
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

あ
な
た
が
選
ぶ
喜
多
方
市
美

術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

蔵
の
ま
ち
喜
多
方
桜
ウ
ォ
ー
ク

２
０
１
９
開
催
に
ご
協
力
を

美
術
館

展
示
イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

問

問問
塩
川
体
育
館
改
修
工
事

信
用
保
証
料
補
助
金
の
変
更

問
申

問 公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域
・

受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
の
縦
覧

イ
ベ
ン
ト

 

内
容　
「
く
じ
ら
や
ま
」の
愛
称

で
親
し
ま
れ
て
い
る
黒
森
山
。

登
山
道
に
は
イ
ワ
ウ
チ
ワ
の

花
が
群
生
地
し
、飯
豊
山
や
磐

梯
山
、猪
苗
代
湖
の
眺
望
が
楽

し
め
る
軽
登
山
で
す
。

 

日
時　
５
月
３
日（
金
） 

午
前

７
時
50
分
受
け
付
け
開
始

 

集
合
場
所　
熱
塩
加
納
総
合
支
所

 

定
員　
50
人

 

参
加
費　
大
人
１
０
０
０
円
、

小
・
中
学
生
５
０
０
円

※

申
込
期
限
前
に
現
金
小
為

替
も
し
く
は
現
金
書
留
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

 

申
込
期
限　
４
月
18
日（
木
）

※

山
頂
で
お
も
て
な
し
を
用

意
し
ま
す
。箸
と
椀
を
準
備
く

だ
さ
い
。

 

申
し
込
み
方
法　
電
話
、ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　

熱
塩
加
納
総
合
支
所

産
業
建
設
課

☎（
36
）２
１
１
５

 

内
容　
雷
神
山
花
の
森
に
咲

く
、サ
ク
ラ
や
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、

ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
春
の
花
の

観
賞
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

色
と
り
ど
り
の
花
々
と
眺

望
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

 

日
時　
４
月
20
日（
土
）〜
28
日

（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

 

場
所　
雷
神
山
花
の
森（
高
郷

町
上
郷
）

 
そ
の
他　
期
間
中
の
土
曜
・
日

曜
日
は
、お
茶
な
ど
の
お
も
て

な
し
が
あ
り
ま
す
。

　

開
催
期
間
は
、天
候
、開
花

状
況
に
よ
り
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

高
郷
総
合
支
所　
産
業
建
設

課☎（
44
）２
１
１
４

 

内
容　
開
館
25
周
年
を
記
念
し

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

 

日
時　
４
月
20
日（
土
） 

午
前

10
時
30
分

 

講
師　
後
藤　

學　
氏（
画
家
）

 

そ
の
他　
参
加
費
は
無
料
で
す

が
、当
日
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

　
　
　

 

内
容　
開
館
25
周
年
を
記
念

し
、あ
な
た
が
も
う
一
度
観
た

い
作
品
や
気
に
な
る
作
品
を

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。集
計
結

果
を
今
年
度
の「
館
蔵
展
」で

展
示
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

 
期
間　
４
月
20
日（
土
）〜
８
月

31
日（
土
）※

企
画
展
開
催
中
の
み

　
　

美
術
館

☎（
23
）０
４
０
４

 

内
容　
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
桜
ウ

ォ
ー
ク
は
４
月
20
日（
土
）に
、

日
中
線
記
念
自
転
車
歩
行
者

道
を
メ
イ
ン
コ
ー
ス
と
し
て

開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、市
内
外
か
ら
約
２

０
０
０
人
の
参
加
が
予
定
さ

れ
、押
切
川
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広

場
や
コ
ー
ス
周
辺
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　

生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係

☎（
24
）５
３
１
９

 

内
容　
安
全
な
運
動
環
境
を
提

供
す
る
た
め
、老
朽
化
し
て
い

る
体
育
館
床
面
の
張
替
工
事
を

行
い
ま
す
。期
間
中
は
全
館
利

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

期
間　
５
月
１
日（
水
）〜
７
月

31
日（
水
）※

予
定

　
　

生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係

☎（
24
）５
３
１
９

 

内
容　
市
で
は
県
の
中
小
企
業

制
度
資
金
を
利
用
し
た
場
合
、

１
０
０
万
円
を
上
限
と
し
て

福
島
県
信
用
保
証
協
会
が
定

め
る
信
用
保
証
料
相
当
額
を

補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
い

ま
す
。

 

変
更
前　
初
回
交
付
年
度
を
含

め
５
年
度
間
の
合
計
で
１
０

０
万
円
を
上
限
に
交
付

 

変
更
後　
平
成
23
年
度
か
ら
の

累
積
で
１
０
０
万
円
ま
で

※

た
だ
し
、変
更
前
ま
で
に
１

０
０
万
円
を
超
え
て
交
付
し

た
補
助
金
の
返
還
は
求
め
ま

せ
ん
。

 

基
準
日　
７
月
１
日（
月
）以
降

受
け
付
け
分
か
ら

　
　
　

商
工
課　
商
工
業
・
雇

用
・
創
業
支
援
室

☎（
24
）５
２
３
３

 

内
容　
４
月
１
日
か
ら
次
の
区

域
で
下
水
道
供
用
お
よ
び
下

水
処
理
を
開
始
し
ま
す
。

　

供
用
を
開
始
す
る
区
域
と

新
た
に
受
益
者
負
担
金
を
賦

課
す
る
区
域
を
縦
覧
し
ま
す
。

 

対
象
区
域　
喜
多
方
処
理
区
の

一
部
、塩
川
処
理
区
の
一
部

※

詳
し
く
は
、下
水
道
課
に
備

え
付
け
の
図
書
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

 

図
書
縦
覧
の
期
間　
４
月
１
日

（
月
）〜
15
日（
月
） 

　
　

 

下
水
道
課　
総
務
係

☎（
24
）５
２
５
０
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情報ステーション

   

行
政
書
士
無
料
相
談
会

 

内
容　
福
島
県
行
政
書
士
会
会

津
支
部
が
、相
続
、遺
言
、成
年

後
見
や
許
認
可
、法
人
設
立
、

離
婚
問
題
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

 

日
時　
４
月
16
日（
火
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

 

場
所　
本
庁
舎
１
階
相
談
室

 

定
員　
６
人
程
度（
要
予
約
）

  

司
法
書
士
無
料
相
談
会

 

内
容　
不
動
産
・
会
社
の
登
記
、

相
続
や
遺
言
、債
務
整
理
、消

費
者
問
題
、家
庭
裁
判
所
へ
の

申
し
立
て
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

 

日
時　
４
月
16
日（
火
）午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

 

場
所　
本
庁
舎
１
階
相
談
室

 

定
員　
８
人
程
度（
要
予
約
）

　
　

生
活
防
災
課 

市
民
生
活
係

☎（
24
）５
２
０
８

 

内
容　
蛍
光
管
や
水
銀
体
温

計
・
水
銀
温
度
計
・
水
銀
血

圧
計
な
ど
の
水
銀
使
用
廃
製

品
は
適
切
に
処
分
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
廃
棄
さ
れ
る
不

用
と
な
っ
た
蛍
光
管
は
、環
境

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民

課
に
持
ち
込
む
か
、ま
た
は
購

入
店
で
引
き
取
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、各
店
舗
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

水
銀
体
温
計
・
水
銀
温
度

計
・
水
銀
血
圧
計
に
つ
い
て

は
、環
境
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
住
民
課
に
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
、グ
ロ
ー

ラ
ン
プ
な
ど
の
水
銀
が
使
用

さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、従
来

通
り
不
燃
ご
み
と
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　

環
境
課  

環
境
推
進
係

☎（
24
）５
２
６
１
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課

 

内
容　
マ
ル
学
と
は
、修
学
の

た
め
に
本
市
を
転
出
し
た
後

も
、親
元
の
住
所
地
の
国
民
健

康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
特
例
制
度
で
す
。

 

手
続
き　
入
学
し
た
場
合
や
在

学
し
て
い
る
場
合
は「
在
学
証

明
書（
本
年
４
月
１
日
以
降
に

証
明
さ
れ
た
も
の
）」、卒
業
な

ど
に
よ
り
在
学
し
な
く
な
っ

た
場
合
は「
卒
業
証
明
書
」な

ど
を
持
参
の
上
、手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

※

別
世
帯
の
方
が
手
続
き
に

来
ら
れ
る
場
合
は
、世
帯
主
の

「
委
任
状
」も
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
　

保
健
課  

国
保
医
療
係

☎（
24
）５
２
２
４

　
　

市
民
課  

市
民
窓
口
班

☎（
24
）５
２
２
６

ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課

国
民
健
康
保
険

「
マ
ル
学
」の
手
続
き

水
銀
使
用
廃
製
品

（
蛍
光
灯
な
ど
）の
処
分

問

問

内容  新入学（園）期に、家庭、学校、地域が一体となり交通安全
教育などを推進することで、新入学（園）児童・園児の交通事
故防止を図ります。
実施期間  ４月６日（土）～12日（金）
スローガン
　「歩行者を  守る気づかい  思いやり」
運動の重点
①新入学（園）児童・園児の交通事故
　防止
②全ての座席のシートベルトとチャイ
　ルドシートの正しい着用の徹底
③道路横断中の交通事故防止とゆずり
　あい運転の実践
　  生活防災課  市民生活係  ☎（24）5208問

無
料
相
談
会

問

申

山火事の予防
　これからの時期、空気が乾燥し山火事が発生
しやすくなります。
　火の取り扱いには十分注意してください。

　これからの時期、空気が乾燥し山火事が発生
しやすくなります。
　火の取り扱いには十分注意してください。

薪ストーブのメンテナンス
　薪ストーブの煙突内に煤やタールが溜まると
煙道火災の原因になります。シーズン終了には、
必ず点検と清掃を行うようにしてください。

　薪ストーブの煙突内に煤やタールが溜まると
煙道火災の原因になります。シーズン終了には、
必ず点検と清掃を行うようにしてください。

問 消防本部 ☎（22）6213

平成31年
新入学（園）児童・園児の交通事故防止運動

業者名 電話番号
(有)喜多方環境衛生社 ☎ (22)7476
(有)喜多方浄化槽センター ☎ (22)7111
(有)北塩原衛生センター ☎ (33)2379
(有)塩川清掃舎 ☎ (27)3662
(有)昭和衛生 ☎ (22)0289
(有)高郷清掃 ☎ (22)2553
(有)たんぽぽ ☎ (23)3495
(株)山都清掃 ☎ (38)2137
(有)タケダ綜合衛生センター ☎ 0242(75)3024

　４月30日～５月２日の期間は汲み取りを行います。汲
み取りを希望される方は、直接市の許可業者に申し込んで
ください。
　なお、営業日が業者によって異なりますので、詳しくは
各業者に問い合わせてください。
※緊急の場合、対応できないことがあります。
　  環境課  環境推進係 ☎（24）5261 または各総合支所住民課問

大型連休中のし尿汲み取り
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年
金
出
張
相
談

固
定
資
産
税「
土
地
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
」の
縦
覧

税

 

内
容　
縦
覧
は
、納
税
者
の
皆

さ
ん
が
土
地
や
家
屋
の
評
価

額
を
比
較
し
、自
ら
の
土
地
や

家
屋
の
評
価
額
の
適
正
さ
を

確
認
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

 

日
時　
４
月
１
日（
月
）〜
５
月

27
日（
月
） 

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

 

場
所　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民
課

 

対
象　
市
内
に
土
地
、家
屋
を

有
す
る
納
税
者（
縦
覧
は
無

料
）

 

そ
の
他　
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
閲
覧（
名
寄
帳
の
交
付
）は

年
間
を
通
し
て
で
き
ま
す
。料

金
は
１
件
当
た
り
２
０
０
円

（
縦
覧
期
間
中
は
無
料
）。

　

対
象
は
、納
税
義
務
者
、相

続
人
、借
地
借
家
人
な
ど

※

縦
覧
・
閲
覧
の
手
続
き
に

は
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
本

人
確
認
証
明（
例
・
運
転
免
許

証
）な
ど
必
要
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

   

税
務
課 

固
定
資
産
税
係

☎（
24
）５
２
１
８
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課

 

内
容　
平
成
31
年
度
の
受
け
付

け
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

制
度
は
、20
歳
以
上
の
学
生
に

関
し
て
、本
人
の
所
得
が
一
定

以
下
の
場
合
に
限
り
、申
請
に

よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
も
の
で
す
。

 

手
続
き
方
法　
在
学
期
間
が
分

か
る
在
学
証
明
書
の
原
本
ま

た
は
学
生
証
の
写
し
、印
鑑
を

持
参
し
、市
民
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課
、最
寄
り
の
年

金
事
務
所
で
手
続
き
が
で
き

ま
す
。（
年
金
手
帳
や
納
付
書

を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
）

※

平
成
30
年
度
に
学
生
納
付

特
例
制
度
を
利
用
さ
れ
た
方

で
、平
成
31
年
度
も
在
学
予
定

の
方
に
は
、平
成
31
年
度
用
の

学
生
納
付
特
例
申
請
書（
ハ
ガ

キ
）が
送
付
さ
れ
ま
す
。引
き

続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
の

利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

市
民
課  

市
民
窓
口
班

☎（
24
）５
２
２
６

 

日
時　
４
月
11
日（
木
）、５
月

９
日（
木
）午
前
10
時
〜
午
後

４
時

 

場
所　
第
３
会
議
室（
市
役
所

保
健
セ
ン
タ
ー
３
階
）

 

相
談
時
間  

１
人
30
分
程
度

※

事
前
に
予
約
し
た
方
の
み

利
用
で
き
ま
す
。必
ず
相
談
日

の
１
カ
月
前
か
ら
前
日
ま
で

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、予
定
人
数
と
な
り
次

第
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

　
　

会
津
若
松
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
２（
27
）６
９
５
３

 

受
付
時
間  

月
曜
日（
月
曜
日

が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）  

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

火
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時

　
　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

ありがとうございます
ふるさと納税（寄附）への協力

　平成30年度の寄附状況は２月末現在
で、1,761人の方から2,540万1,000円お寄
せいただきました。
　ご協力ありがとうございます。

問 申 企画調整課  企画調整班 ☎（24）5209

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

申
請
新
年
度
受
け
付
け
開
始

年　

金

電
話
で
の
年
金
相
談

問

問

問 問

水道料金などについて水道料金などについて
　水道料金および給水施設使用料の設定に当
たっては、財政状況を踏まえ水道事業経営等審
議会の意見を伺い決定しています。
　2019年度から2022年度までの水道料金など
については、昨年の審議会の意見を受け、現行
の料金体系を維持することとします。
　ただし、本年10月に予定されている消費税率
引上げについては、決定次第お知らせします。

　水道料金および給水施設使用料の設定に当
たっては、財政状況を踏まえ水道事業経営等審
議会の意見を伺い決定しています。
　2019年度から2022年度までの水道料金など
については、昨年の審議会の意見を受け、現行
の料金体系を維持することとします。
　ただし、本年10月に予定されている消費税率
引上げについては、決定次第お知らせします。

水道課  業務係 ☎（22）1561問

市町村別交通事故防止コンクール
「特別表彰」を受賞

　県が実施している「平成30年市町村別交通事故防止コ
ンクール」において、高齢者の加害事故・被害事故につい
て、過去３年の実績と比較し減少率を大きくした実績に
より「特別表彰」を受賞しました。
　今後も交通事故の撲滅へ向け、引き続き関係団体と連
携を図りながら、各種啓発活動や広報活動へ積極的に取
り組んでいきます。

生活防災課  市民生活係 ☎（24）5208問
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「2018公募：ふるさとの風景展in喜多方」表彰式

　３月２日、美術館で第24回2018公募：ふるさとの風景展in喜多方表彰式が行われ、大賞の鷺 邦明さん
〈春を待つ〉などを表彰しました。 
　応募作品149点の中から一般の部で48点、青少年の分で８点が選ばれました。

問 企画調整課　広報広聴係 ☎（24）5206

学校給食での地場産品活用の取り組み

花づくりによる観光振興

三十三観音や金田実氏の功績を活用した観光振興

〈市民〉　花でもてなす喜多方という事業は非常にいい取り組みだと思っています。私は私有地などを活用して
市街地に野草園を造り、観光客や多くの市民が手軽に長い間花を楽しめる場所をつくりたいと思っています。
〈市長〉　花が咲く期間というのは短いですから、地域の中でそういう憩いの場をつくっていただけるというの
は大変ありがたいです。

〈市民〉　子どもたちに生産者の顔が見える、地元の安全で安心な食材を提供して、郷土への思いを深めるため
に、一層の地産地消に取り組んでほしいと思います。生産者側の努力も必要ですが、行政としても予算面や情報
発信など地場産品を活用する取り組みを進めてください。
〈市長〉　次代を担う子どもたちが喜多方で夢や希望を持って次の世代につないでいける市になるよう取り組
んでいるところです。そのためにも、給食費負担軽減や冷房設備の設置と併せて、全国にも誇れる生産者と学
校給食が一体となった熱塩加納方式が展開できるように取り組む予定です。

〈市民〉　蔵とラーメンのまちとしてのまちづくりのために、ラーメン店を活用したギャラリーを提案します。ラ
ーメン店には写真を飾る場所を提供してもらい、ボランティアが呼びかけて集めた蔵などの写真を順次展示し
ていきます。これは観光客に喜多方の魅力をＰＲするだけでなく、蔵とラーメンのまちへのきっかけとなった
金田実さんの功績を知り、地域の方々が喜多方の良さを再認識する機会になると思います。
〈市長〉　大変いい発想ですね。喜多方には歴史がありますが、常に新風を吹き込んで、蔵とラーメンの魅力を伝
えていかなければならないと思っていますし、ほかにも宝物がたくさんあります。市の観光物産協会など含め
て協力していきたいと思います。

問 美術館 ☎（23）0404

【一般の部】
◆大　賞　鷺  邦明
◆準大賞　栗田 なおみ、七海  和太瑠
◆奨励賞　カノウ ジュン、下畑  裕儀、霧筆  畏無、
　　　　　菅野  傳授、原田  久万、熱田  守、
　　　　　吉田  努、福田  義

【青少年の部】
◆大　賞　關  越河
◆準大賞　千葉  陽誉里、山川  夕凪
◆青少年喜多方中央ロータリークラブ賞
　　　　　近藤  詩月、奥山  陽斗、安藤  夢

▲
 

大
賞 「
春
を
待
つ
」

さぎ　くに あき

ななうみ　  わ    た    る

しもはた　 ゆう   ぎ きりふで　   い　む

すげ  の　   でん じゅ ひさかず

せき　 えち  か

ひ　よ　り ゆう  な

し  づき
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問

住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況
住民基本台帳の一部の写しの閲覧は、公共性・公益性が認められる場合のみできることになっています。
住民基本台帳法第11条第３項および第11条の２第12項に基づき、住民基本台帳の閲覧状況を公表します。

■対象期間　平成30年４月１日～平成31年３月31日

○国・地方公共団体の機関が法令で定める事務を行うためのもの

○統計調査、世論調査、学術研究その他の調査研究のうち公益性の高いもの

市民課  市民窓口班 ☎（24）5225

№ 国または地方公共団体の機関の名称 請求事由の概要 閲覧月日 閲覧にかかる住民の範囲

1 防衛省(自衛隊福島地方協力本部）
自衛官および自衛官候補生
の募集に伴う広報

11 月 13日
～14日

平成13 年4 月2 日～平成14 年
4 月1 日生まれの男女

№
申出者の氏名（法人の場合に
あってはその名称および代表
者または管理人の氏名）

委託元 利用目的の概要 閲覧月日 閲覧にかかる住民の範囲

1
株式会社ＩＴスクエア

代表取締役社長 渡邉 亨
福島県

「福島県政世論調査｣の対

象者抽出
7月 26日

東桜ガ丘二丁目、塩川町遠田の満

15歳以上の男女

2
株式会社クサカ印刷所

代表取締役 日下 直哉
福島県

「第二次健康ふくしま21
計画」中間評価実施に伴う
調査対象者抽出

8月9日 字西四ツ谷の満15歳以上の男女

3
一般社団法人新情報センター

会長 美添 泰人
消費者庁

｢消費者意識基本調査｣の対

象者抽出
10 月 16日 慶徳町豊岡の満15歳以上の男女

4
株式会社インテージリサーチ

代表取締役社長 井上 孝志
環境省

「平成31年度家庭部門の
CO２排出実態統計調査｣の
対象者抽出

10 月 23日
慶徳町新宮、慶徳町豊岡の満15

歳以上の男女

5
株式会社ＩＴスクエア

代表取締役社長 渡邉 亨
福島県

「福島県まちづくりに関す

る意識調査｣の対象者抽出
10 月 25日

字西四ツ谷、字清水台、岩月町橿

野の満18歳以上の男女

6
一般社団法人新情報センター

会長 美添 泰人

国立病院機構
久里浜医療セン
ター

「インターネット使用と生
活習慣に関する実態調査」
の対象者抽出

12 月4 日
字清水台の満10 歳以上満30歳未

満の男女

7
一般社団法人新情報センター

会長 美添 泰人

国立病院機構
久里浜医療セン
ター

「インターネット使用と生
活習慣に関する実態調査」
の対象者抽出

1月 30日
松山町村松の満10 歳以上満30歳

未満の男女

8
一般社団法人中央調査社

会長 大室 真生

公益財団法人
生命保険文化セ
ンター

「2019年度生活保障に関

する調査」の対象者抽出
2月 13日

塩川町字東栄町の満18歳以上満

69歳以下の男女
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問

　次世代を担うこどもたちが環境について考え、環境に対する意識を高める機会として、市内の小学生を対
象にした環境ポスターコンクール（テーマ：食品ロスを減らすことで、ごみを減らそう）を実施し、市内の小
学校から188点の応募がありました。審査の結果16名が入賞し３月15日に市役所で表彰式が行われました。

▲ 最優秀賞　戸田  絢乃さん（姥堂小２年生）

▲ 最優秀賞　佐藤  聖斗さん（関柴小５年生）
環境課  環境推進係 ☎（24）5261

部 門 賞 種 別 学 校 名 学年 氏 名

下学年

最 優 秀 賞 姥 堂 小 2 戸 田 絢 乃

優 秀 賞 第 二 小 3 大 関 詩 史

優 秀 賞 塩 川 小 3 山 口 美 空

入 選 熊 倉 小 1 小 林 永 愛

入 選 塩 川 小 1 湯 浅 昴

入 選 高 郷 小 3 長 沼 凛 果

入 選 高 郷 小 2 小 林 か の

入 選 関 柴 小 3 渡 部 結 斗

上学年

最 優 秀 賞 関 柴 小 5 佐 藤 聖 斗

優 秀 賞 高 郷 小 6 渡 部 優 次 郎

優 秀 賞 第 三 小 6 佐 藤 未 来

入 選 慶 徳 小 6 秋 山 耕 汰

入 選 高 郷 小 6 清 野 咲 希

入 選 加 納 小 5 園 部 あ お い

入 選 関 柴 小 5 矢 部 礼

入 選 上三宮小 4 遠 藤 陽 内

※学校・学年は３月時点のもの
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各種相談日　　　　　　　　各種無料相談を行っています。相談を希望される
方は電話予約をお願いします。秘密は固く守られますので、悩みご
とや困りごとなど気軽に相談してください。

日 時 場 所 相 談 員 予 約 先

４月    ８日（月）
午後２時～４時

　　  10日（水）
午前10時～正午

　　  18日（木）
午前９時～11時30分

　　  12日（金）
午後１時～４時

小原　良一 
行政相談委員  

生活防災課 
☎（24）5208

本庁舎１階
相談室

坂内　常幸 
行政相談委員  

熱塩加納総合支所住民課
☎（36）2111

４月 26日（金）
午前9時30分
　　～午後３時30分

本庁舎１階
相談室

生活防災課 
☎（24）5208

月～金（土・日・祝日を除く）
午前８時30分
　　　～午後５時

本庁舎１階
消費生活センター

權瓶　真弓
若林　理香 
消費生活相談員

消費生活センター
☎（24）5353

一ノ瀬　美枝
弁護士  

本庁舎１階
相談室

生活防災課 
☎（24）5208

猪俣　　薫
樟山　久美子
人権擁護委員

大堀　由起子
行政相談委員  

高郷公民館研修室 齋藤　利成
行政相談委員  

高郷総合支所住民課
☎（44）2111

塩川保健福祉センター
（いきいきセンター）

　　  12日（金）
午前９時～11時

熱塩加納保健福祉
センター（夢の森）

４月  18日（木）
午後１時～４時

健 康 相 談　　　　　　　　赤ちゃんから高齢者まで、健康・栄養・運動 ・育児
などについて保健師・栄養士が個別相談に応じます。気軽に利用して
ください。 相談を希望される方は、事前の電話予約をお願いします。

日 時 場 所 予 約 先
４月 18日（木）
受付時間
午前9時30分～10時

保健センター
保健課　健康推進室
☎（24）5223または各総合支所住民課

塩川総合支所住民課
☎（27）2111

佐藤　耕治 
行政相談委員  

山都総合支所
相談室

山都総合支所住民課
☎（38）3811

　　 23日（火）・26日（金）
午後５時15分～７時

納 税 相 談　　　　　　　　開庁時間内（午前８時30分～午後５時15分）の納
税相談や来庁納付が難しい方は利用してください。

日 時 場 所 問い合わせ先
税務課窓口
相談コーナー

税務課　税制収納班
☎（24）5219

教育相談・就学相談　　　　　　　　　　　　　学校や家庭のこと、いじめや不登校、非行
などで悩んでいるあなた、そして保護者の方、一人で悩まずに相談しまし
ょう。秘密は守られますので、安心して相談してください。

日 時 相 談 先
月～金（土・日・祝日を除く）
午前８時30分
　　　　～午後５時

学校教育課　☎（24）5314
スクールカウンセラーへの相談は事前の予約が必要です。
詳しくは、各学校へ問い合わせてください。

４月

休日の当番医（初期救急）

休日の当番医（２次救急）

休 日 病院・医院名
４月７日（日）

14日（日）

21日（日）

28日（日）

29日（月・祝）

30日（火・祝）

５月１日（水・祝）

２日（木・祝）

３日（金・祝）

４日（土・祝）

５日（日）

６日（月・祝）

あきもと整形外科クリニック（菅原町）
☎（21）1515

いとう眼科（西四ツ谷）
☎（22）5900

入澤病院（南町）
☎（22）0267

大竹内科（幸町）
☎（22）0241

小野病院（新町）
☎（22）0414

医療生協きたかた診療所（花園町）
☎（23）3611

内科消化器科みつはし医院
（関柴町上高額）☎（21）1311

君島内科消化器科クリニック
（上町東）☎（24）5800

くまたクリニック
（塩川町東栄町）☎（28）1233

高橋小児クリニック
（関柴町上高額）☎（25）7066

喜多方市地域・家庭医療センター
（西四ツ谷）☎（24）5320

手代木医院（上町東）
☎（22）0034

休 日 病院・医院名
４月７日（日）

14日（日）

21日（日）

28日（日）

29日（月・祝）

30日（火・祝）

５月１日（水・祝）

２日（木・祝）

３日（金・祝）

４日（土・祝）

５日（日）

６日（月・祝）

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321 
有隣病院（松山町）
☎（24）5021

会津医療センター（会津若松）
☎0242（75）2100

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321 
有隣病院（松山町）
☎（24）5021

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321 
会津医療センター（会津若松）
☎0242（75）2100

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321 
有隣病院（松山町）
☎（24）5021

会津医療センター（会津若松）
☎0242（75）2100



日　時 場　所 申込期限・申し込み先
４月９日（火）
　　　企画調整課 広報広聴係☎（24）5206問 申

市長公室 ４月 23日（火） ４月 23日（火）
午前９時30分 ～ 11時30分
 ５月 28日（火） ５月 28日（火）
午前９時30分 ～ 11時30分

喜多方市美術館  information

　これからのまちづくりや子どもたちの未来、市民生活など「わくわくする喜
多方」の創造に向け市長と直接お話ししませんか。
◆対  話  者　市民の皆さんなら、どなたでも対話できます。
　※申し込みの際にお話ししたい内容（例：｢○○○なまちづくり｣など）、住所、
　　氏名、年齢、職業などをお知らせください。
◆対話時間　1人（組）25分以内

図書館だより

　○火～金…………午前９時30分～午後７時
　○土・日・祝日…午前９時30分～午後５時30分
◆休館日……… 4月1日（月）～5日（金）
　　　　　　　  4月8日（月）、15日（月）、22日（月）
　　　図書館 ☎（22）1855問 申

◆開館時間

☆ブックスタート４月の開催日☆

☆おはなし会・各種講座☆

広報きたかた　2019. ４　㉛

開館25周年記念　喜多方市美術館コレクション展

■おはなしドライブ
　４月７日（日）、 14日（日）、 28日（日）
　 午前11時～ 11時30分
■ちっちゃなおはなしかい
　４月18日（木）午前11時～ 11時20分
■ユニットおりがみ教室　材料費：100円
　４月27日（土）午前10時～ 11時30分

●４月18日（木）午前10時30分～11時
●４月20日（土）午前10時～ 10時30分
●４月28日（日）午前10時～ 10時30分

山田　現〈ハート〉1978年

▼

※対象の方は、前日までに図書館へ申し込んでく
ださい。当日は、母子健康手帳とブックスタート
絵本引換券を忘れずにお持ちください。

熱塩加納
総合支所

５月14日（火）
　　　熱塩加納総合支所 住民課☎（36）2111問 申

問 美術館☎（23）0404




